
２月の主な行事予定

２日（木）ＧＴ来校 クラブ活動
３日（金）健康・教育相談 司書補勤務
６日（月）家庭学習強調週間(～12 日迄) ＰＴＡ役員会
７日（火）命を大切にする心を育む日 全校集会

１０日（金）司書補勤務 家庭教育学級学習会
１１日（土）建国記念の日
１３日（月）Ｂ校時(５・６年６校時) 空き缶回収
１４日（火）児童集会 クラブ活動 空き缶袋詰め
１６日（木）学習発表会会場設営 学習発表会係打合せ
１７日（金）食育の日 司書補勤務
１８日（土）学習発表会(9:00~)
２０日（月）振替休日
２１日（火）ＡＬＴ来校
２４日（金）代表委員会 児童保健委員会
２７日（月）Ｂ校時(５・６年６校時)

◎ １月２６日(木)２月２日(木)９日(木)１６日(木)の毎
週木曜日２０：００～は，ＰＴＡの学習発表会練習が
行われます。

花と読書と笑顔の学校

書き初め会！
１１日(水)５校時，長浜コミ会長の下野千代男氏をお招きして，本校

恒例の「書き初め会」を行いました。
まず，下野先生から①お手本をしっかり見ること，②姿勢を正して

書くこと，③筆を立てて書くこと，④体をつかって書くことについて
指導していただき，書き始めました。

ゆったりした気持ちで
じっくり書いている子ど
もたちの姿が印象的で，
適時指導してくださる下
野先生の言葉が子どもた
ち一人一人に染み渡って
いく感じがしました。

１年生の作品 ３年生の作品

５年生男子の作品 ５年生女子の作品 ６年生の作品

３学期始業式
１０日（火）に３学期の始業式が行われました。そして，

２名の児童が新年・新学期の決意を発表しました。この始業
式が，「本校最後の始業式」となるので，代表児童の言葉に
も，その思いがこめられたものになりました。本校児童にと
って，そして本校教職員にとって，さらに本校ＰＴＡの皆さ
んならびに本校ＯＢや地域の方々にとって，本当に最後の学
期となります。精一杯の学期にしていきたいと思います。

１年 有村 萌 さん ６年 松木 直輝 さん

代表２名とも，新年・新学期の抱負や決意，閉校への思いをしっ
かり発表できました。

なわとび大会
１８日（水）になわとび大会が行わ

れました。
まず，全員で持久跳びに挑戦しまし

た。自己記録を更新した子もおり，皆本当に粘り強く跳
び続けたと思います。

次に，得意技を披露して自己記録更新にチャレンジし
ました。こちらも，自分の目標記録を上回る子が続出し，
とても内容の濃いものになりました。

最後に，連続長縄跳びに挑戦しました。実は，１２月
１５日に１６名全員で１２８３回というとてつもない記
録をつくっていましたが，当日は残念ながら４７０回に
とどまってしまいました。しかし，学年差のある１６名
が力と心を合わせて跳び続けるのはとても難しいので
す。ですから，例え４７０回でも跳び続ける子どもたち
を見ていると感動しました。

なわとびは，気軽にどこでもできる運動です。ご家庭
でも継続してできる体力つくりの１つとして取り組んで
みてはいかがでしょうか。

「基礎・基本」定着度テスト!
１７・１８日(火・水)に「基礎・基本」定着度調査（国

語・社会・算数・理科）が県下一斉に行われました。こ
れは，毎年この時期に５年生の「基礎・基本」の定着度
を計るために行われています。これからこの結果を十分
に分析し，今後の５年生の学習指導に役立ててまいりま
す。

平成２３年度 薩摩川内市立青瀬小学校 学校便り
１ 月 の 目 標

（生活） 感謝の気持ちを持って生活しよう（あいさつ週間）！
（保健） かぜやインフルエンザの予防に努めよう！
（給食） 感謝の気持ちを持って食べよう！

おめでとう!(敬称略)
第５５回ＪＡ共済小・中学生交通安全ポスターコンクール

佳作 １年 橋口 尚哉

笑顔いっぱいの
明るい一年で

ありますように

正門前に掲げた言葉です。昨年は，私たちから笑顔を
奪う自然災害や事件・事故が多く発生しました。今年は，
笑顔あふれる明るい元気な一年になることを願っていま
す。「３月に閉校となる青瀬小学校」という寂しい現実も
「子どもたちがよりよい環境で学習ができる」「幼稚園に
生まれ変わり，元気な４０名近い園児の声が響き渡る」
明るい現実としてとらえ，前向きに考えていければ…と
思います。

春遠からず

温かくなったと思ったらここ数日は最高気温
が５度前後の寒い日が続いています。これを何回か繰り返し
て春がやってくるのでしょう。

春が近づくと，いつも思い出す先輩Ａ先生の話があります。
Ａ先生が中学生のときのこと。英語の時間に
『Spring has come.』の英訳があったとき，同級生のＢ君は自
信を持って「バネを持って来い」と訳したそうです。先生はしば
らくしてころころと笑われたとのこと。そして，「あなたは，きっと
楽しい英語の先生になれますよ。しっかり頑張りなさい」と励ま
されたそうです。その先生は県外出身の方で，父親の仕事の
関係で外国生活が長く，英語はペラペラ。Ａ先生は，「自分た
ちはとても生意気だったけど，その英語の女の先生の授業だ
けはどういうわけか真剣に受けたなあ」とおっしゃっていまし
た。さて，その「バネを持って来い」と訳したＢ君は，中学校の
英語の先生になられたそうです。
「気の持ちよう」で全てが変わるわけではありませんが，「あな
たなら，できる」と言われた人がやる気を引き出して成績を向
上させた話はよく聞きます。どうせ持つなら「前向きな気」を持
ちたいですね。

全ての関係がリセットされる４月はもうすぐです。子どもたち
も私たち大人も新しい人間関係を築いていく中で「自分ならで
きる」というプラスの期待を抱ける自分を目指して頑張っていき
ましょう。


